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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 11,713 7.4 1,212 64.1 1,352 66.9 901 63.4 

30年３月期第１四半期 10,906 6.6 739 12.7 810 20.5 551 22.4 
 
（注）包括利益 31年３月期第１四半期 862 百万円 （52.1％）   30年３月期第１四半期 567 百万円 （129.4％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第１四半期 17.37 17.33 

30年３月期第１四半期 10.65 10.64 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第１四半期 62,334 45,320 72.2 867.10 

30年３月期 62,817 45,385 71.8 868.82 
 
（参考）自己資本 31年３月期第１四半期 45,024 百万円   30年３月期 45,098 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
30年３月期 － 8.00 － 18.00 26.00 
31年３月期 －         
31年３月期（予想）   8.00 － 12.00 20.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 24,000 △5.9 2,200 △7.8 2,300 △9.7 1,500 △8.4 28.90 

通期 50,000 △9.3 5,100 △19.1 5,250 △19.1 3,450 △20.8 66.46 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Ｑ 59,386,718 株 30年３月期 59,386,718 株 

②  期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 7,462,095 株 30年３月期 7,478,789 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 51,917,403 株 30年３月期１Ｑ 51,812,488 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き企業収益や雇用環境が改善し、緩やかな回復基調で推

移いたしましたが、世界的な貿易摩擦の強まりに対する懸念等、先行き不透明な状況が継続しております。 

 このような経済状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間の受注高は、ボイラ事業におけるバイオマ

ス発電関連のボイラ受注等が寄与し、16,281百万円（前年同期比52.1％増）の計上となりました。売上高は、建設工

事事業における国内メンテナンス工事等の堅調な進捗、ボイラ事業における大型案件の進捗が寄与し、11,713百万円

（同7.4％増）の計上となりました。 

 また、売上高の増加と売上総利益率の改善に伴い、営業利益は1,212百万円（前年同期比64.1％増）、経常利益は

1,352百万円（同66.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は901百万円（同63.4％増）の計上となりました。 

  セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 ①建設工事事業 

 国内メンテナンス工事等が堅調に進捗し、売上高は10,658百万円（前年同期比4.8％増）の計上となりました。ま

た、売上高の増加に伴い、セグメント利益は1,184百万円（同53.0％増）の計上となりました。

 ②ボイラ事業 

 国内大型案件の進捗により、売上高は1,055百万円（前年同期比43.9％増）の計上となり、セグメント利益は8百

万円（前年同期は59百万円のセグメント損失）の計上となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は40,502百万円となり、前連結会計年度末に比べ559百万円減少い

たしました。主な要因は未成工事支出金の増加1,510百万円、受取手形・完成工事未収入金等の減少905百万円、現金

預金の減少762百万円であります。固定資産は21,832百万円となり、前連結会計年度末に比べ76百万円増加いたしま

した。主な要因は有形固定資産の増加42百万円、投資有価証券の増加35百万円であります。

 この結果、資産合計は62,334百万円となり、前連結会計年度末に比べ483百万円減少いたしました。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は13,228百万円となり、前連結会計年度末に比べ392百万円減少い

たしました。主な要因は未成工事受入金の増加573百万円、未払法人税等の減少876百万円であります。固定負債は

3,785百万円となり、前連結会計年度末に比べ25百万円減少いたしました。主な要因は退職給付に係る負債の減少28

百万円であります。

 この結果、負債合計は17,013百万円となり、前連結会計年度末に比べ418百万円減少いたしました。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は45,320百万円となり、前連結会計年度末に比べ65百万円減少い

たしました。主な要因は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加901百万円、剰余金の配当による減少

934百万円であります。

 この結果、自己資本比率は72.2％（前連結会計年度末は71.8％）となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成30年５月10日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期

の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 20,172 19,409 

受取手形・完成工事未収入金等 17,856 16,951 

有価証券 9 9 

未成工事支出金 1,503 3,013 

商品及び製品 241 176 

原材料及び貯蔵品 166 170 

その他 1,135 826 

貸倒引当金 △24 △56 

流動資産合計 41,062 40,502 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 9,605 9,693 

機械・運搬具 4,697 4,706 

土地 11,160 11,160 

その他 1,210 1,235 

減価償却累計額 △11,427 △11,506 

有形固定資産合計 15,247 15,290 

無形固定資産 63 62 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,747 3,783 

投資不動産 2,190 2,179 

繰延税金資産 129 139 

その他 412 414 

貸倒引当金 △37 △37 

投資その他の資産合計 6,443 6,479 

固定資産合計 21,755 21,832 

資産合計 62,817 62,334 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,189 6,540 

買掛金 486 411 

短期借入金 792 774 

未払法人税等 1,341 464 

未成工事受入金 1,947 2,521 

賞与引当金 432 698 

役員賞与引当金 88 － 

完成工事補償引当金 45 32 

工事損失引当金 － 8 

その他 2,299 1,776 

流動負債合計 13,621 13,228 

固定負債    

長期借入金 250 250 

退職給付に係る負債 659 631 

役員退職慰労引当金 449 123 

繰延税金負債 1,888 1,888 

再評価に係る繰延税金負債 483 483 

資産除去債務 16 16 

その他 63 391 

固定負債合計 3,810 3,785 

負債合計 17,431 17,013 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,889 6,889 

資本剰余金 1,018 1,020 

利益剰余金 37,302 37,270 

自己株式 △2,601 △2,595 

株主資本合計 42,608 42,583 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,070 1,084 

土地再評価差額金 958 958 

為替換算調整勘定 443 377 

退職給付に係る調整累計額 16 19 

その他の包括利益累計額合計 2,489 2,440 

新株予約権 8 7 

非支配株主持分 278 289 

純資産合計 45,385 45,320 

負債純資産合計 62,817 62,334 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

完成工事高 10,906 11,713 

完成工事原価 9,087 9,359 

完成工事総利益 1,819 2,354 

販売費及び一般管理費 1,080 1,141 

営業利益 739 1,212 

営業外収益    

受取利息 7 14 

受取配当金 74 74 

不動産賃貸料 27 55 

為替差益 3 10 

その他 18 29 

営業外収益合計 131 184 

営業外費用    

支払利息 2 5 

不動産賃貸原価 14 34 

固定資産除却損 15 0 

訴訟和解金 25 － 

その他 1 4 

営業外費用合計 59 44 

経常利益 810 1,352 

税金等調整前四半期純利益 810 1,352 

法人税、住民税及び事業税 296 456 

法人税等調整額 △45 △16 

法人税等合計 250 440 

四半期純利益 559 912 

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 10 

親会社株主に帰属する四半期純利益 551 901 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 559 912 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 29 13 

為替換算調整勘定 △27 △66 

退職給付に係る調整額 5 2 

その他の包括利益合計 7 △49 

四半期包括利益 567 862 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 559 852 

非支配株主に係る四半期包括利益 7 10 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。 

 

（役員退職慰労金制度の廃止） 

 当社は、平成30年６月28日開催の第76回定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う退職慰労金の打

切り支給について決議しました。 

 これにより、当第１四半期連結会計期間において、「役員退職慰労引当金」を取り崩し、打切り支給に伴う未払額

を流動負債の「その他」および固定負債の「その他」に含めて表示しております。 

 なお、一部の国内連結子会社については引き続き、役員の退職慰労金の支給に備えるため内規に基づく要支給額を

「役員退職慰労引当金」に計上しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  建設工事事業 ボイラ事業 計 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額

（注２） 
売上高          

(1）外部顧客への売上高 10,172 733 10,906 － 10,906 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
16 35 51 (51) － 

計 10,189 769 10,958 (51) 10,906 

セグメント利益又は損失（△） 774 △59 714 24 739 

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  建設工事事業 ボイラ事業 計 調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額

（注２） 
売上高          

(1）外部顧客への売上高 10,658 1,055 11,713 － 11,713 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
21 50 71 (71) － 

計 10,680 1,105 11,785 (71) 11,713 

セグメント利益 1,184 8 1,192 20 1,212 

 （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

（１）受注及び売上の状況

   a.受注高 

区 分 

 

 平成30年３月期 

 第１四半期 

 平成31年３月期 

 第１四半期 

対前年同期 

増減 
平成30年３月期 

金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  ％ 金額（百万円） 金額（百万円）  ％ 

建設工事事業  9,519 88.9  12,483 76.7 2,963  48,339 90.0 

ボイラ事業  1,184 11.1  3,798 23.3 2,613  5,348 10.0 

合 計  10,704 100.0  16,281 100.0 5,576  53,687 100.0 

 

   ｂ.売上高 

区 分 

 

 平成30年３月期 

 第１四半期 

 平成31年３月期 

 第１四半期 

対前年同期 

増減 
平成30年３月期 

金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  ％ 金額（百万円） 金額（百万円）  ％ 

建設工事事業  10,172 93.3  10,658 91.0 485  50,779 92.1 

ボイラ事業  733 6.7  1,055 9.0 321  4,366 7.9 

合 計  10,906 100.0  11,713 100.0 807  55,146 100.0 
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